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 ⾲ 6 は、2006 年から 2008 年の間に新つの〇ရ・ࢧーࣅスをᕷ場にᢞධしたかどうかについて分析し

た結果である。この分析は、M&A ᐇ᪋๓ᚋをẚ㍑しているものではないが、このᮇ間中に M&A をᐇ᪋し

ていない௻業は、R&D 志向の M&A をᐇ᪋した௻業࡯ど〇ရイノ࣋ーࣙࢩンの発現๭合が高くないといえ

る㸦Ȯ2=9.929,p<.04）。また、R&D志向の M&Aをᐇ᪋した௻業の࡯うがそうでない M&A ᐇ᪋௻業よりも

〇ရイノ࣋ーࣙࢩンの発現๭合が高いことを♧している㸦Ȯ2=4.171,p<.04）。 

  

 ⾲㸴 過ཤ 3年間㸦2006年ᗘ㹼2008年ᗘ）における新〇ရ・ࢧーࣅスのᕷ場࡬のᑟධの᭷↓ 

N 䠂 N 䠂 N 䠂 N 䠂 N 䠂 N 䠂
あり 574 55.4 24 64.9 39 75.0 24 51.1 39 60.9 700 56.6
なし 463 44.6 13 35.1 13 25.0 23 48.9 25 39.1 537 43.4

㻹㻒㻭非実᪋௻ᴗ
㻹㻒㻭実᪋௻ᴗ

全య
㻾㻒㻰ᚿྥ・䜾ループෆ 㻾㻒㻭ᚿྥ・䜾ループእ 非㻾㻒㻰ᚿྥ・䜾ループ 非㻾㻒㻰ᚿྥ・䜾ループ

 
 

㸳㸬ディスカッࣙࢩン 

 M&A ᐇ᪋௻業と㠀ᐇ᪋௻業をẚ㍑したところ、኎上高やႠ業฼┈はᐇ᪋௻業の方が⥲య的に大つᶍで

あるが、観 ᮇ間における኎上高のኚ化については୧者の間に᭷意なᕪ異がࡳられなかった。これは短

ᮇ的な௻業ᡂ㛗に対して㢧ⴭな影響をཬࡰす࡯どの大ᆺ M&Aが少ないことを཯ᫎしていると考えられる。

つぎに M&A ᐇ᪋௻業における研究㛤発部門のኚ化を M&A のᐇ᪋目的別にࡳると、R&D 志向の M&A をᐇ᪋

した௻業では、それ௨外の理⏤による M&A をᐇ᪋した௻業にẚ࡭て、「新しい研究㛤発㡿域でのプロジ

࢙クトの❧ࡕ上ࡆ」と「重」した研究㛤発プロジ࢙クトのᩚ理・⤫合」が㐍展していることが分かった。

M&A のᐇ᪋目的別に研究㛤発集⣙ᗘをẚ㍑した結果からは᭷意なᕪが認められなかったが、それは上グ

のように R&D志向の M&Aをᐇ᪋した௻業では研究㛤発プロジ࢙クトのᣑᙇとᩚ理が同時に㐍行している

ということ、すなࡕࢃ研究㛤発ຊのᙉ化等を目的に M&Aをᐇ᪋した௻業であっても༢純に研究㛤発集⣙

ᗘを高める方向にはないということによるものと考えられる。ただ、一方で R&D志向の M&Aをᐇ᪋した

௻業では、〇ရイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ᪋๭合が高いというഴ向も見出されている。M&A ᐇ᪋ᚋの研究㛤発

部門におけるኚ化が、このような〇ရイノ࣋ーࣙࢩンのᐇ᪋状ἣにいかなる影響をཬࡰすのかを明らか

にするためには、さらなる㏣㊧調査がᚲ要である。また、上グの分析において、M&A のᐇ᪋相手がグル

ープ内の௻業なのかグループ外の௻業なのかによる᭷意なᕪは࡯とࢇどࡳられなかった。しかし、M&A

ᐇ᪋ᚋの研究㛤発部門のኚ化として、「新しい研究㛤発㡿域でのプロジ࢙クトの❧ࡕ上ࡆ」のᐇ᪋๭合

はグループ外௻業の࡯うがグループ内௻業よりも高いഴ向がࡳてとれた。したがって、このようなኚ化

が研究㛤発のᡂ果にどのような影響をもたらすのかについて、M&A のᐇ᪋相手との関連でᘬき続き㏣㊧

していきたい。 
 

㸴㸬おࢃりに 

 本報告では、日本௻業のデータを分析することを通して、௻業のᡂ㛗ᡓ␎の㸯つの࢜プࣙࢩンとして

の M&A の意࿡についての᳨ウを行った。M&A ᐇ᪋௻業と㠀ᐇ᪋௻業をẚ㍑した結果、௒ᅇの観 ᮇ間に

おける኎上高のኚ化について᭷意ᕪはなかったが、特に R&D 志向の M&A をᐇ᪋した௻業では、「新しい

研究㛤発㡿域でのプロジ࢙クトの❧ࡕ上ࡆ」と「重」した研究㛤発プロジ࢙クトのᩚ理・⤫合」が㐍行

していることが明らかになった。௒ᚋは、こうした研究㛤発部門におけるኚ化が、研究㛤発活動やその

ᡂ果にどのように影響するのか、㏣㊧調査を行う。௒ᅇ฼用したデータからは、2006 年 1᭶௨๓に M&A

をᐇ᪋した௻業や、過ཤに一ᗘも M&Aをᐇ᪋しなかった௻業を特定できない。そのため、௒ᅇ฼用した

データよりも๓ᚋに観察ᮇ間をᘏࡤし、௻業のᡂ㛗における M&A ᐇ᪋の意࿡を明らかにしていきたい。 
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